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交野古文化同好会 

考古・歴史・民俗の頭文字を取って考歴民（こ

れみ）と名付けました。 

=東車塚（二次・三次）発掘調査から= 

19471（昭和 47）.12 月 

東車塚古墳（一次）発掘調査で大阪府、水野正好氏 

（当時:主査)から指導を受ける。 

 

 

古墳主体部から出土した筒形銅器などを見て、素晴ら

しい遺物が出土しましたね。この部分は、これ以上は掘り

進めないようにしましょう。 

ここは古くから地元の人たちに「車塚」とよばれていま 

した。 

小山が子どもたちの遊び場となっていました。 

昭和 38 年発刊の「交野町史」に初めて寺村・南

川堤古墳として記述された。当古墳は寺村の南、

片町線路と南川の交差する西側、堤沿いの小丘で

ある。寺村の入口、八幡宮伏拝のある丘陵地（巽

山）から続く標高 40 ㍍の洪積地の突き出した先

端で、全面（西）はゆるやかに下がって、300 ㍍

ばかり向こうに標高 30 ㍍の天野川低湿地（古代

稲作地）の一帯を見下ろしている。南川堤と草川

堤との間に田圃から、弥生時代の土器片や土師器

片が出土している。 

よってこの附近には古代村落が開けていたことが

推察されるが、この古墳はその部落の長者を葬ったも

のだろうか（奥野平次氏）。 

 

高野山にて奥野平次氏（中央の帽子と杖） 

「交野町史」より一部引用」 

あれから 16 年後の昭和 63 年、この古墳の北側

を「緑の道」整備工事に先だって 8 月 22 日より

第二次調査が開始された。 

 

西車塚古墳（私有地のため未調査） 



 

東車塚古墳（泉が丘より） 
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鉄刀と石釧 

 

勾玉・管玉・鏡 

   

鉄製農工具                武器・装身具 

 

四乳四獣鏡（船載鏡） 

 

四獣鏡（仿製鏡）拓影        盤龍鏡（仿製鏡）拓影 

主体部より鏡（3）、装身具（勾玉・石釧・管玉等）、武器・武具（三角板

皮綴衝角付冑・襟付短甲・鉄刀・鉄剣等）農耕具、その他鉄器、埴輪な

ど出土した。 

 

三角板皮綴衝角短甲 

勾玉 



 

三角板皮綴衝角兜 

 

短甲出土（中に兜） 

（東） 

 

（西） 

 

  

南側トレンチ                西側トレンチ 

 

  

三次調査（葺石・土器出土） 

現地説明会模様 

 



  

  

 

 

 

  

 

まとめ 

・墳形は前方後方墳である。 

・周辺域では確認例はない。 

・墳長は 65 ㍍を超え、墳丘の段築は後方部 3 段、前方部 2 段の可能 

性が高い。 

・内部主体部は、木棺直葬をとる。割竹形木棺 1 基、箱形木棺 2 基。 

・棺内から多数の副葬品を検出した。 

・市域における、過去最大の発掘調査であった。 

・今後、これだけの広範な調査は望めない。 

参考*交野車塚古墳群 交野東車塚古墳【調査編】 

            交野市史【考古編】 交野町史 

 

 遺跡を掘っても言葉は残っていない 

  残らないものは存在しなかったということではない 

   遺跡から出た情報で仮説を立て、検証することは可能なのである。 

 

次回は 12 月 27 日 


